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ンジアミン類が得られることを明らかとした。また，DFT 計算及び反応溶液の XAFS 解析による推定








C–H アミノ化反応と併せることで，単純なジアリールアミンを出発原料とした二段階の C–H アミノ
化反応を経るジアリールジヒドロフェナジン類の合成を実現した。 
第五章では，第一章の C–N カップリングと同様な触媒系において，2-ナフチルアミン誘導体と芳
香族ハロゲン化物を反応させると，ナフチル基の 1 位での C–H アリール化体と C–N カップリング体
が同時に生成するとともに，C–H アリール化体が主生成物として得られることを見出している。
Grignard 反応剤を用い 2-ナフチルアミン誘導体のマグネシウムアミドを調製後，芳香族ハロゲン化物



























 第三章:ジアリールアミンの分子間オルト位 C–H アミノ化反応を開発し，窒素原子上に
三つのアリール基を有するオルトフェニレンジアミン類を単純なジアリールアミンから
一段階で合成することに成功した。 





 第五章:芳香族ハロゲン化物の鉄触媒 C–N カップリング反応の条件下において，2-ナフ







また，平成 31 年 2 月 22 日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行
って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格
と認めた。  
 なお，本論文は，京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し，
公表に際しては，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。  
 
